
 

ランベス・コール聖書研究 
宣教と福音伝道 
 

はじめに 
これらの聖書研究の資料は、ランベス会議とランベス・コールの第3段階の一環として作成

されました。これはランベス・コール：宣教と福音伝道に関する聖書研究です。ランベス・

コールはここをクリックして読むことができます。 
 

この研究の利用方法 
「呼びかけと応答」–聖書研究の形式 
 
ランベス・コールはそれぞれアングリカン・コミュニオンに提供され、応答を求めていま

す。聖書研究は「呼びかけと応答」の形式を基礎とします。宣教と福音伝道に関するこの聖

書研究は、次の3つのステップで進めてください。 
 
1. コールを聴く 

 
ランベス・コール、特にキリストの愛に関する確認（第 3 項）を読んで、この愛の良き知ら

せを他の人々と分かち合うよう私たちに呼びかけていることに注目してください。また、具

体的な要望（第 4 項）を読んで、どの要望があなたに関係しているか考えてください。 
 
2. 聖書に耳を傾ける 

 
この反省をより堅固で豊かなものとするため、ここで聖書、特にマタイによる福音書 2章 1
～12 節とルカによる福音書 10章 1～9 節に立ち返ってください。これらの節は、福音伝道

が異なる方法によって行われていることを示しています。私たちがどのように福音を伝える

ことができるかについて、これらの節から何を学べるでしょうか。 
 
 
3. 応答する 

 
設定された問いかけについて話し合ってください。これにより、聖書のこれらの節について

考えることから、宣教と福音伝道への呼びかけに対して、あなたとその教会共同体がどのよ

うに応答することができるのかを考えることになるでしょう。 



 

 
 
始めましょう 
 
1. コールを聴く（10分間） 
 
ランベス・コール：宣教と福音伝道を読んでください。ランベス・コールはここをクリック

して読むことができます。 
 
特に、第 3 項の「聖霊によって私たちの心に注がれたキリストの愛に促され、私たちは確信

する。この世界は、福音が宣言する救いと贖いを受けることを必要としていると。すなわ

ち、神が造られたすべての人が、神がキリストにおいて成してくださったすべてのことに信

仰をもって応答できるように、良き知らせを聴くということである。」という確認に注目し

て読んでください。 
• この確認はあなたにどのように語りかけていますか？  
• 世界が福音の救いと贖いを必要としていることを、特にどのようなかたちで感じま

すか？  
• この必要性を、他の人にも伝わるようにどのように説明しますか？  

 
さらに、具体的な要望（第 4 項）を読んで、どの要望が特にあなたの状況に関係しているか

に注目してください。 
 

 
2. 聖書に耳を傾ける（20分間） 
 
この反省を奨励して導くため、ここで聖書に立ち返りましょう。まず、マタイによる福音書

2章 1～12 節を読んでください。これらの節は、どのように人々がキリストのもとに導かれ

たかの一例を示しています。 

 

博士たちが、以下の理由でイエスを見つけることができたことに注目してください。  

• イエスを探していたから  

• 長い旅に出るために蓄えをつぎ込んだから 

• 進んで質問し、他の人々から助けを受けたから  

• 与えられた特別なしるし（星）を信じたから  

 



 

博士たちは、「聖霊によって私たちの心に注がれたキリストの愛に促され、私たちは確信す

る。この世界は、福音が宣言する救いと贖いを受けることを必要としていると。」というコ

ールの言葉を美しく例示しています。 

 

今度は、ルカによる福音書 10 章 1～11 節に目を向けましょう。異なる方法で人々がキリス

トのもとにやって来た様子を示しています。これらの節は、福音書の半ばで、イエスが弟子

たちとともにガリラヤ中の町や村、さらに遠方まで旅をしながら、福音のメッセージを伝え

る箇所に由来します。ここには、イエスがご自分のしておられることをもっと広めたいと願

い、大勢の弟子にその使命を委ねた経緯が記述されています。  

 

イエスが弟子たちに使命を委ねる様子について、どのような点に気づきますか？以下をヒン

トにして考えてください。 

• イエスは弟子たちを二人一組でお遣わしになった。すなわち、宣教は一人でするも

のではなかった。 

• イエスは、ご自分が行こうとする場所に彼らを遣わされた。つまり、弟子たちは自

分たちの宣教をするのではなく、イエスの宣教を支えるものであった。 

• イエスは、収穫は多い、つまり神の救いの良き知らせを歓迎する人々が沢山いるこ

とについて、彼らを励まされた。 

• しかし、働き手は少なかった。だからこそ、彼らの仕事は極めて重要だった。 

• 狼のように彼らを攻撃する人々もいたことから、弟子たちは妨害を受けることを覚

悟しなければならなかった。ただし、このことが彼らの召命の正当性を否定するわ

けではない。 

• 彼らは自分たちを迎え入れてくれる人々に身を委ねるべきであり、財産を持って行

ったり権力を掌握したりしてはならないとされていた。 

• 彼らは病人を癒やし、神の救いの支配が近づいているという良き知らせを告げるこ

ととなっていた。 

• 彼らのメッセージを拒絶する者たちに対しては、抗議することとされていた。 

 

他にどんなことに気づきましたか？  

イエスが弟子たちをお遣わしになった方法について、どんな点に励まされますか？ 

イエスが弟子たちをお遣わしになった方法について、何があなたにとっての課題となりま

すか？ 

さらに、イエスの言葉を聞きながら、御霊がどのようにあなたを促しているでしょうか？ 

 
 

3. 応答する（20分間） 
 



 

マタイによる福音書とルカによる福音書のこれらの節は、あなたが福音を伝道し、キリスト

を証しする上で、どのように役立ち、励みになりますか？  
 
あなたとその教会共同体は、ランベス・コールに対しどのように応答することができます

か。1 つ目の具体的な要望「キリストの良き知らせの不思議さと力によって新しくされるこ

とを熱心に求めること」から考えてみましょう。これを実現させるために、あなたはどのよ

うに貢献できますか。何が必要になるでしょうか。 
 
4 つ目の具体的な要望「すべてのキリスト者は、イエス・キリストの証人であるようにとい

う招きを、喜びをもって受け入れ、自身の証しを通して、少なくとも一年に一人が信仰に至

り、弟子として成長するよう祈ること」に対して、あなたはどのように応答することができ

るでしょうか。あなたの身近な人々を見渡して、そのうちの一人が信仰に至り、弟子として

成長するために、あなたは何ができると思いますか。 
 
これからの一週間に取るべき具体的な手段を決定してください。Thy Kingdom Come がこ

の祈りの課題を奨励する資料を提供していますので、ご覧ください［リンクはこちら］。 

 

結びの祈り 
キリストが聖霊を通して私たちの一人一人の中で働きかけることにより、他の人々が信仰に

至り、キリストの弟子として成長するために、私たちがどのように助けになれるかを示して

くださるように祈りましょう。 
 
英国国教会の三位一体後第 20 主日のためのコレクト： 
いのちの与え主である神よ、 
あなたの聖霊はその教会の内に湧き上がります。 
どうか聖霊の賜物によって、私たちがキリストの福音に生きる者として、 

あなたの御心を喜んで行う者としてください。 
私たちがすべての被造物とともに 

永遠のいのちの喜びを分かち合うことができますように。 
あなたとともに生き、あなたとともに君臨しておられる 

私たちの主、あなたの御子イエス・キリストを通して、 
聖霊の一致のうちに、 
唯一の神よ、今も、そして永遠に。 
アーメン 
 


